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禁
制
品
と
生
活
必
需
品

　
国
家
税
収
は
２
兆
円
。
し
か
し
、
タ
バ

コ
に
よ
る
社
会
的
損
失
は
、
総
損
失
２
兆

円
超
（
喫
煙
者
医
療
費
１
兆
２
６
０
０
億

円
）
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

国
民
生
活
に
最
も
影
響
の
あ
る
マ
ス
コ
ミ

は
、タ
バ
コ
問
題
を
忌
避
し
て
来
ま
し
た
。

タ
バ
コ
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
海
外
で
は

禁
制
品
に
向
か
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
日

本
で
は
、
い
ま
だ
に
担
税
力
の
高
い
生
活

必
需
品
な
の
で
す
。

　
い
っ
た
ん
生
活
必
需
品
に
な
れ
ば
、
存

続
さ
せ
る
た
め
に
様
々
な
利
権
・
既
得
権

益
が
生
じ
、「
心
根
の
ふ
ら
ち
な
集
団
」

が
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
暗
躍

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
政
治

家
が
党
議
拘
束
を
恐
れ
、
党
利
党
略
に
寄

り
添
い
、
タ
バ
コ
問
題
を
回
避
し
た
が
る

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
紀
元
前
に
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
が

「
ゴ
ル
デ
ィ
ア
ス
の
結
び
目
」
を
解
く
に

当
た
っ
て
や
っ
て
見
せ
た
よ
う
に
、
世
間

に
あ
る
諸
々
の
複
雑
に
絡
ま
っ
た
「
し
が

ら
み
」
や
「
利
権
」
は
、（
剣
力
）
で
断

ち
切
る
し
か
無
い
の
で
す
が
、現
状
で
は
、

毅き

然ぜ
ん
と
し
た
ス
タ
ン
を
示
す
政
治
家
の
存

在
は
僅
か
で
す
。

わ
が
国
の
悲
惨
・
悲
痛
な
現
状

　
加
熱
式
タ
バ
コ
は
米
国
で
は
販
売
さ
れ

て
お
ら
ず
、
タ
イ
国
で
は
所
持
し
て
い
る

と
逮
捕
さ
れ
ま
す
。
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
米
国
食
品

薬
品
局
）
が
加
熱
式
タ
バ
コ
の
販
売
許
可

を
し
て
い
な
い
か
ら
な
の
で
す
が
、
我
が

国
の
現
状
は
真
逆
で
す
。
例
え
ば
週
刊
誌

の
見
開
き
に
は
、
堂
々
と
加
熱
式
タ
バ
コ

が
掲
載
さ
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
堂
々
と
店

頭
販
売
（
警
告
コ
ー
ド
は
紙
巻
き
タ
バ
コ

と
同
じ
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
葉
タ
バ
コ
耕
作
者
は
20
万
軒
以

上
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
５
０
０
０
軒

を
切
っ
て
い
ま
す
。
財
務
省
は
葉
タ
バ
コ

耕
作
開
始
時
に
全
品
買
収
を
確
約
し
て
い

ま
す
。

　
タ
バ
コ
小
売
店
も
激
減
し
て
い
ま
す

が
、
自
民
党
タ
バ
コ
議
連
は
多
大
な
影
響

力
を
有
し
、
タ
バ
コ
小
売
店
・
葉
タ
バ
コ

耕
作
者
・
飲
食
店
組
合
を
傘
下
に
収
め
、

選
挙
で
は
強
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
い
っ
た
ん“
タ
バ
コ
価
格
値
上
げ
”

　
こ
れ
ま
で
難
攻
不
落
だ
っ
た
我
が
国
の

喫
煙
対
策
は
、
東
京
オ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

キ
ッ
カ
ケ
に
、
世
界
中
の
国
々
と
比
較
さ

れ
、
国
民
も
危
機
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

公
衆
衛
生
部
門
で
感
染
症
対
策
や
上
下
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
飛
躍
的
に
推

進
し
ま
す
が
、喫
煙
対
策
は
、対
象
が
「
心

根
の
ふ
ら
ち
な
集
団
」
で
あ
り
、
背
後
に

潤
沢
な
資
金
を
擁
す
る
勢
力
な
の
で
、
な

か
な
か
上
手
く
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
実
際
に
は
、
竹
や
り
で
Ｂ
29
と
闘
う
こ

と
を
強
い
ら
れ
て
来
た
の
で
す
。
利
権
追

及
の
「
心
根
の
ふ
ら
ち
な
集
団
」
は
、
自

ら
は
安
全
地
帯
に
い
な
が
ら
、
興
味
本
位

で
対
岸
の
火
事
を
眺
め
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
の
歴
史 

【
存
在
と
普
及
の
違
い
】

　
起
源
は
紀
元
前
５
０
０
０
～
３
０
０
０

年
ご
ろ
、
南
米
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
（
マ
ヤ

文
明
）で
栽
培
さ
れ
た
記
載
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
当
時
は
祭
事
の
お
祓
い
や
お
ま

じ
な
い
の
意
味
合
い
で
、単
な
る
「
存
在
」

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
15
世
紀
に
ア
メ
リ
カ
大

陸
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
「
起
源
・
存
在
」
か
ら
「
普
及
」
ま

で
の
永
き
空
白
期
間
を
、
十
分
な
史
実
に

基
づ
い
て
説
明
で
き
る
人
は
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　
我
が
国
に
タ
バ
コ
が
伝
わ
っ
た
の
は
鉄

砲
伝
来
の
頃
で
、
実
際
に
江
戸
中
期
に
は

タ
バ
コ
の
値
下
が
り
と
共
に
庶
民
へ
の
喫

煙
習
慣
も「
普
及
」し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

日
本
人
の
喫
煙
の
歴
史
は
、
３
０
０
年
程

度
し
か
な
い
の
で
す
。

　
明
治
政
府
が
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争

の
戦
費
調
達
の
た
め
に
専
売
制
を
敷し

い

て
か
ら
、
国
民
喫
煙
率
は
上
昇
し
、
タ

バ
コ
税
収
も
増
え
ま
し
た
。
経
済
至
上

主
義
か
ら
脱
却
で
き
な
い
「
心
根
の
ふ

ら
ち
な
集
団
」
が
、“
し
め
し
め
”
と
ほ

く
そ
笑
ん
で
い
た
の
は
容
易
に
想
像
で

き
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
禁
煙
特
集 

総
集
編

～
　
既
得
権
益
　
VS
　
近
未
来
の
常
識
　
～

は
じ
め
に

【
竹
や
り
で
Ｂ
2
9
と
闘
う
】

加
藤
一
晴
政
令
市
浜
松
の
健
康
政
策
を
支
援
す
る
会
・
代
表
理
事

マヤ文明のパレンケ遺跡「十字架の神殿」に刻まれた
エル・フマドール（神）がタバコを吸うという壁画。
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が
決
定
し
そ
う
に
な
る
と
、
反
対
団
体
は

徒
党
を
組
ん
で
、「
タ
バ
コ
耕
作
者
は
如

何
な
る
…
…
」「
愛
煙
家
の
権
利
を
奪
う

な
…
…
」「
社
会
保
障
費
が
大
変
だ
…
…
」

「
飲
食
店
経
営
が
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る

…
…
」
な
ど
の
論
調
が
湧
き
上
が
り
、
マ

ス
コ
ミ
も
同
調
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
喫
煙

の
真
実
・
現
実
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
時

代
の
産
物
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
タ
バ
コ
産
業
が
自
ら
、
高
価
な
国
産
葉

タ
バ
コ
耕
作
者
を
切
り
捨
て
、
廉
価
な
外

国
産
葉
タ
バ
コ
を
仕
入
れ
て
い
る
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

歴
代
の
代
議
士
喫
煙
率
は
高
く
、
押
し
な

べ
て
喫
煙
関
連
疾
患
で
命
を
落
と
し
て
い

て
も
、「
先
人
か
ら
学
ば
な
い　
＝　
喫

煙
欲
求
に
は
勝
て
な
い　
＝　
体
制
保
持

に
終
始
す
る
」
の
は
、
あ
ま
り
に
も
お
粗

末
で
す
。

本
質
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
＝
タ
バ
コ
中
毒

　
全
部
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
喫
煙
者
は

基
本
的
に
ド
ー
パ
ミ
ン
・
ア
セ
チ
ル
コ
リ

ン
（
脳
内
快
楽
物
質
）
上
昇
・
下
降
で
高

揚
感
を
得
ら
れ
た
り
、
感
情
を
高
ぶ
ら
せ

た
り
し
ま
す
。
そ
れ
が
証
拠
に
、
タ
ク
シ

ー
乗
務
員
が
禁
煙
す
る
と
運
転
が
大
人
し

く
な
り
ま
す
。

　
新
幹
線
に
乗
車
す
る
際
、
喫
煙
者
の
多

く
は
禁
煙
車
両
を
選
び
、
喫
煙
ス
ペ
ー
ス

で
一
服
し
ま
す
。
仮
に
喫
煙
車
両
に
乗
車

し
た
場
合
、
他
人
の
タ
バ
コ
煙
に
燻い
ぶ

さ
れ

る
の
が
た
ま
ら
な
く
嫌
だ
か
ら
で
す
。
そ

う
い
う
大
人
に
限
っ
て
、
飲
食
店
禁
煙
化

に
頑
強
に
反
対
す
る
も
の
で
す
。

　
深
層
心
理
は
「
他
人
の
タ
バ
コ
煙
は
耐

え
ら
れ
な
い
が
、
俺
の
タ
バ
コ
煙
く
ら
い

は
我
慢
せ
よ
！
」
で
あ
り
、
接
客
業
の
健

康
問
題
な
ど
黙
殺
し
ま
す
。
こ
れ
が
依
存

症
者
の
身
勝
手
さ
・
社
会
性
の
無
さ
・
人

間
性
の
低
さ
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
通
過
点

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
し
て
か
ら

厚
生
労
働
大
臣
は
３
回
変
わ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
先
も
不
透
明
で
す
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
（
国
際
保
健
機
関
）
主
導
の
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ

（
タ
バ
コ
規
制
枠
組
み
条
約
）
は
、「
第
８

章
タ
バ
コ
煙
の
暴
露
か
ら
の
保
護
」
を
謳う
た

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
吸
う
人
も
吸
わ

改正健康増進法
（2018年7月18日成立）

東京都受動喫煙防止条例
（2018年6月27日成立）

　幼稚園、小・中・高校、
大学、病院、行政機関

敷地内禁煙
（屋外喫煙所の設置は可）

敷地内禁煙（幼稚園・保育所、
小・中・高校は屋外喫煙所の設置も不可）

大規模の飲食店
（チェーン店など）

  資本金＞5,000万円の飲食店、
客席面積＞100㎡の飲食、

また新規に開業する飲食店は
屋内禁煙（喫煙室の設置可）

従業員がいる飲食店は例外なく
屋内禁煙（喫煙室の設置可）

小規模の飲食店
（個人経営店など）

資本金≦5,000万円かつ
客席面積≦100㎡の既存店は

標識を掲示すれば喫煙可
（期限つきの経過措置）

従業員がいない飲食店のみ
（同居中の家族だけで営業する店）

標識を掲示すれば喫煙可

飲食店内での
加熱式たばこの扱い

その他の施設
（オフィス、ホテルなど）

未成年者の保護規定

罰則（行政処分）
管理者：50万円以下の過料
喫煙者：30万円以下の過料

管理者：5万円以下の過料
喫煙者：3万円以下の過料

（加熱式たばこには罰則適用せず）

厚生労働省公式サイト、東京都公式サイト参考

原則屋内禁煙（喫煙室の設置可）

「当分の間（期限は未定）」の経過措置として
加熱式たばこ専用の喫煙室内ならば飲食しながらも使用も可

喫煙スペースへの立ち入り禁止

 

「
東
京
を
禁
煙
都
市
に
す
る
国
民
運
動
リ
レ
ー

情
報
」
連
載
開
始
は
、
平
成
27
年
10
月
号
だ
っ

た
。
連
載
意
図
は
、
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、

受
動
喫
煙
防
止
条
例
施
行
を
可
能
に
す
る
社
会

環
境
づ
く
り
に
あ
っ
た
。
執
筆
頂
い
た
皆
様
に

感
謝
し
、
受
動
喫
煙
問
題
に
関
す
る
３
年
４
カ

月
間
の
主
な
出
来
事
を
紹
介
す
る
。

平
成
27
年
11
月　
　
厚
生
労
働
省
が
原
則
屋
内

禁
煙
と
す
る
受
動
喫
煙
防
止
対
策
案
を
提
示
。

平
成
28
年
１
月　
　
政
府
、
受
動
喫
煙
防
止
対

策
強
化
チ
ー
ム
を
結
成
。

平
成
28
年
11
月　
松
沢
茂
文
参
議
院
議
員
が

「
東
京
五
連
は
ス
モ
ー
ク
フ
リ
ー
で
健
康
レ

ガ
シ
ー
を
つ
く
ろ
う
」
提
唱
。

平
成
28
年
12
月　
　
自
民
党
部
会
で
受
動
喫
煙

防
止
対
策
は
非
現
実
的
と
反
対
。

平
成
29
年
１
月　
安
倍
首
相
は
施
政
方
針
で

「
受
動
喫
煙
対
策
の
徹
底
を
進
め
る
」
と
演

説
。

平
成
29
年
１
月　
　
日
本
禁
煙
学
会
（
作
田
学

理
事
長
）
は
、
日
本
特
派
員
協
会
で
東
京
五

輪
に
向
け
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
徹
底
を
ア

ピ
ー
ル
。

平
成
29
年
２
月　
　
自
民
党
内
で
「
東
京
だ
け

で
や
れ
ば
い
い
」
と
受
動
喫
煙
防
止
対
策
反

対
論
が
噴
出
。

平
成
29
年
３
月　
　
小
池
都
知
事
が
受
動
喫
煙

対
策
の
準
備
加
速
を
表
明
。

平
成
29
年
５
月　
　
厚
生
労
働
省
研
究
班
が
受

動
喫
煙
被
害
者
の
病
気
治
療
費
が
３
０
０ 

０
億
円
超
と
発
表
。

平
成
29
年
６
月　
　
塩
﨑
厚
生
労
相
は
、
受
動

喫
煙
防
止
対
策
法
案
の
国
会
提
出
を
断
念
。

平
成
29
年
10
月　
　
東
京
都
の
「
子
ど
も
を
受

動
喫
煙
か
せ
ら
守
る
」
条
例
が
成
立
。

平
成
29
年
12
月　
　
福
岡
市
役
所
が
職
員
に
勤

務
中
の
全
面
禁
煙
を
通
知
。

平
成
30
年
１
月　
　
静
岡
県
庁
が
「
加
熱
」「
電

子
」
を
含
め
本
庁
舎
内
全
面
禁
煙
発
表
。

平
成
30
年
２
月　
　
東
京
都
が
議
会
棟
の
全
面

禁
煙
発
表
。

平
成
30
年
３
月　
　
東
京
都
医
師
会
（
尾
崎
治

夫
会
長
）
は
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
強
化

を
求
め
署
名
活
動
を
開
始
。

平
成
30
年
６
月　
　
東
京
都
で
受
動
喫
煙
防
止

条
例
が
成
立
。

平
成
30
年
９
月　
　
千
葉
市
で
受
動
喫
煙
防
止

条
例
が
成
立
。

平
成
30
年
10
月　
　
静
岡
県
で
受
動
喫
煙
防
止

条
例
を
可
決
。

平
成
30
年
12
月　
　
山
形
県
で
受
動
喫
煙
防
止

条
例
が
成
立
。

平
成
31
年
１
月　
　
大
阪
府
が
受
動
喫
煙
防
止

条
例
案
を
２
月
議
会
に
提
出
準
備
。

　

子
ど
も
に
無
煙
環
境
を
推
進
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・「
受
動
喫
煙
防
止
＆
タ
バ
コ
対
策

の
報
道
・
動
き
の
紹
介
」
よ
り
抜
粋
。

政府・厚生労働省と東京都の受動喫煙防止内容の比較

　上記の表で見ると目立つ違いといえば、「大規模の飲食店」「小規模飲食店」における屋内禁
煙の条件である。「標識を掲示すれば喫煙可」としながらも、東京都の場合は店舗の大小にか
かわりなく屋内禁煙としている。その他では「罰則」における金額である。政府・厚生労働省
の「罰則」は東京の 10倍になっていることだ。
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「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を
目
標
に
掲
げ
て

い
る
自
治
体
に
は
、
喫
煙
率
低
下
に
伴
い

健
康
寿
命
が
延
伸
し
た
、
滋
賀
県
や
浜
松

市
の
事
例
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。「
喫

煙
対
策
」
に
踏
み
込
ま
ず
し
て
、「
健
康

寿
命
の
延
伸
」
な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん
。
ニ

コ
チ
ン
へ
の
親
和
性
の
高
い
自
治
体
の
お

題
目
に
乗
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
行
政
健
康
増
進
部
門
が
、
し
ぶ
し
ぶ
議

会
へ
の
配
慮
（
忖そ
ん
た
く度
）
か
ら
、
時
代
錯
誤

な
条
例
案
で
お
茶
を
濁
す
の
か
、
地
域
住

民
向
け
に
不
退
転
の
覚
悟
と
決
意
を
示
す

の
か
は
、
各
々
の
自
治
体
の
矜
き
ょ
う
持じ

に
よ
り

ま
す
。

　
男
性
喫
煙
率
が
80
％
を
超
え
る
時
代
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
男
女
合
わ
せ
て

17
・
６
％
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
喫
煙

率
低
下
を
目
的
に
、
国
家
的
喫
煙
規
制
を

敷
い
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
17
・

１
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
情
報
操

作
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
に
し
て
は
大
し
た

も
の
で
す
。
実
際
、
成
人
の
82
％
は
タ
バ

コ
を
贈
答
さ
れ
て
も
困
惑
す
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

お
わ
り
に

　
従
来
は
「
愛
煙
家
V
S
嫌
煙
家
」
と
好

き
嫌
い
で
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
本
質

は
「
ニ
コ
チ
ン
V
S
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
」

で
す
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
「
既
得
権
益

V
S
近
未
来
の
常
識
」
と
表
現
す
る
こ
と

も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
す
で
に
一
部
の
行
政
や
医
療
団
体
で

は
、「
規
制
す
る
」
で
は
な
く
、「
救
済
す

る
」
に
変
革
し
て
い
ま
す
。「
止
め
ら
れ

な
い
言
い
訳
」
は
あ
っ
て
も
、「
吸
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
理
由
」
な
ど
あ
り
ま
せ

ん
。「
貴
重
な
納
税
者
」
と
嘯う
そ
ぶい
て
い
た

喫
煙
者
も
、禁
煙
後
に
「
貴
重
な
納
税
者
」

だ
っ
た
人
は
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
度
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
５
段
階
の
国
別
喫

煙
対
策
評
価
を
出
し
ま
し
た
が
、
改
正
健

康
増
進
法
で
も
最
低
か
ら
ワ
ン
ラ
ン
ク
上

が
っ
た
だ
け
で
す
。
世
界
各
国
か
ら
「
こ

れ
で
日
本
は
本
当
の
先
進
国
な
の
か
？
」

の
疑
義
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

多
く
の
国
民
は
「
へ
～
そ
う
な
ん
だ
…
…

や
は
り
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
ね
」
と
危

機
感
を
持
つ
で
し
ょ
う
。
事
前
に
予
知
し
て

い
な
が
ら
、
氷
山
に
ぶ
つ
か
っ
た
タ
イ
タ
ニ

ッ
ク
号
の
二
の
舞
は
避
け
た
い
で
す
。

　
国
民
が
喫
煙
対
策
に
関
心
を
寄
せ
て
い

る
今
こ
そ
が
、「
心
根
の
ふ
ら
ち
な
集
団
」

を
沈
黙
さ
せ
る
千
載
一
遇
の
機
会
と
言
え

え
ま
す
。
そ
う
し
て
世
界
水
準
の
受
動
喫

煙
対
策
を
掲
げ
、
達
成
に
向
け
て
声
を
挙

げ
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
際
、

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
禁
煙
特
集
が
参
考

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
い
人
も
タ
バ
コ
煙
は
避
け
な
く
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

何
故
か
我
が
国
の
政
治
家
は
「
世
界
最
高

レ
ベ
ル
の
分
煙
」
を
掲
げ
、
厚
労
省
案
を

ね
じ
伏
せ
ま
し
た
が
、
直
接
Ｉ
Ｏ
Ｃ
（
国

際
オ
リ
ン
ピ
ク
委
員
会
）
バ
ッ
ハ
会
長
に

伝
え
る
胆
力
は
な
い
で
し
ょ
う
。
改
正
健

康
増
進
法
で
も
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
推
奨
す
る
ラ

ン
ク
が
ひ
と
つ
上
が
っ
た
だ
け
で
す
。

　
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
東
京
都
が
独
自

の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
制
定
し
、
秋
田

県
、
山
形
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
市
、
豊
橋

市
、
名
古
屋
市
、
大
阪
府
・
北
海
道
そ
の

他
が
名
乗
り
を
挙
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
国
（
政
府
）
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

が
あ
る
の
で
、
改
正
健
康
増
進
法
で
逃
げ

切
れ
る
と
考
え
ま
し
た
が
、
広
域
自
治
体

や
政
令
指
定
都
市
が
、
施
策
に
異
議
を
唱

え
一
斉
に
狼の
ろ
し煙

を
挙
げ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
は
明
治
維
新
の
頃
、
中
央
政
府
の

横
暴
に
対
し
反
旗
を
翻
し
た
地
方
の
図

式
に
似
て
い
ま
す
。
世
界
水
準
か
ら
周

回
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま
さ
にThink 

G
lobally, Act Locally

と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
通
り
が
多
い
東
京
・
渋
谷
の
有
名
デ

パ
ー
ト
本
店
前
の
道
路
を
挟
ん
だ
場
所
に

喫
煙
場
所
が
あ
る
。
そ
ば
に
は
銀
行
な
ど

も
あ
っ
て
人
の
出
入
り
が
多
い
の
だ
が
、
汚

れ
た
街
の
環
境
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。

公衆の集る場所での「禁煙場所の数」国際比較 
　日本は昨年７月に「改正健康増進法」を施行したが、ようやく禁煙場所の数としては「3-5
種類」に１ランク上がったが、全８種類の国々からすれば禁煙場所の数としては少ない国に属
するのが実際である。（ＷＨＯ　2017 年調査）

建
康
寿
命
の
真
の
延
伸
は 

喫
煙
対
策
が
不
可
欠


